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○事務局長（小鷹孝一） 本臨時会は、一般選挙後、最初の議会でございます。 

 議長が選挙されるまでの間、地方自治法第107条の規定によりまして、年長の議員が職務を行うことに

なっております。 

 出席議員中、川畑正美議員が年長の議員でございますので、御紹介申し上げます。 

 川畑議員、議長席へお進み願います。 

○臨時議長（川畑正美） ただいま紹介されました川畑正美でございます。 

 地方自治法第107条の規定により、臨時に議長の職務を行います。 

 私の職務は、同法第103条第１項の規定に基づく「議長の選挙」であります。 

開会 午後 １時００分 

○臨時議長（川畑正美） これより、平成27年小樽市議会第１回臨時会を開会いたします。 

 直ちに、本日の会議を開きます。 

 本日の会議録署名議員に、高野さくら議員、中村吉宏議員を御指名いたします。 

 この際、各議員の仮議席を指定いたします。 

 仮議席は、ただいま御着席の議席といたします。 

 日程第１「議長の選挙」を行います。 

 議場の閉鎖を命じます。 

              （議場閉鎖） 

○臨時議長（川畑正美） ただいまの出席議員は25名であります。 

 投票用紙を配付いたさせます。 

              （投票用紙配付） 

○臨時議長（川畑正美） 投票用紙の配付漏れはございませんか。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○臨時議長（川畑正美） 配付漏れなしと認めます。 

 投票箱を改めさせます。 

              （投票箱点検） 

○臨時議長（川畑正美） 異状なしと認めます。 

 念のため申し上げます。この投票は、単記無記名であります。投票用紙に被選挙人の氏名を記載の上、

職員の点呼に応じ、順次投票を願います。 

 点呼を命じます。 

○事務局次長（中崎岳史） １番秋元智憲議員、２番千葉美幸議員、３番髙橋龍議員、４番中村岩雄議

員、５番安斎哲也議員、６番石田博一議員、７番高野さくら議員、８番酒井隆裕議員、９番松田優子議

員、10番高橋克幸議員、11番斉藤陽一良議員、12番鈴木喜明議員、13番酒井隆行議員、14番中村吉宏議

員、15番濱本進議員、16番面野大輔議員、17番中村誠吾議員、18番佐々木秩議員、19番林下孤芳議員、

20番小貫元議員、21番川畑正美議員、22番新谷とし議員、23番山田雅敏議員、24番横田久俊議員、25番

前田清貴議員。 

○臨時議長（川畑正美） 投票漏れはありませんか。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○臨時議長（川畑正美） 投票漏れなしと認めます。 

 投票を終了いたします。 

 ただいまから開票を行います。 
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 立会人に、千葉美幸議員、酒井隆裕議員を御指名いたします。 

 両議員の立会いを願います。 

              （開票） 

○臨時議長（川畑正美） 選挙の結果を報告いたします。 

 投票総数25票 

 そのうち有効投票        20票 

     無効投票        ５票 

 有効投票中 

  横田久俊議員         12票 

  前田清貴議員         ８票 

 以上のとおりであります。 

 この選挙の法定得票数は５票であります。 

 よって、横田久俊議員が議長に当選されました。 

 議場の閉鎖を解きます。 

              （議場開鎖） 

○臨時議長（川畑正美） ただいま議長に当選されました横田久俊議員が議場におられますので、小樽

市議会会議規則第28条第２項の規定による告知をいたします。 

 議長より御挨拶があります。 

 議長、御登壇願います。 

              （横田久俊議長登壇）（拍手） 

○議長（横田久俊） ただいま議長に選出されました横田でございます。 

 謹んでお受けいたしますとともに、今後、公正性、公平性あるいは信頼性、透明性をしっかりと担保

した議会運営をしていきたいと思っております。どうぞ皆様方の御協力をよろしくお願いいたします。 

 大変簡単粗辞でありますが、挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。（拍手） 

○臨時議長（川畑正美） これをもちまして、私の職務は終了いたしました。 

 御協力ありがとうございました。 

 議長と交代いたします。 

○議長（横田久俊） 日程第２「議席の指定」を行います。 

 各議員の議席は、ただいま御着席のとおりといたし、私の議席は24番といたしたいと思います。 

 これに、御異議ございませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 御異議なしと認め、さように決しました。 

              （「議長、８番」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） ８番、酒井隆裕議員。 

○８番（酒井隆裕議員） 「議会人事の民主化と公正を求める動議」を提出いたします。 

              （「賛成」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） ただいまの動議は賛成者がありますので、成立いたしました。 

 直ちに、本動議を議題とし、提出者から趣旨の説明を求めます。 

              （「議長、８番」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） ８番、酒井隆裕議員。 
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              （８番 酒井隆裕議員登壇）（拍手） 

○８番（酒井隆裕議員） 日本共産党小樽市議会議員団を代表いたしまして、ただいま議題となりまし

た議会人事の民主化と公正を求める動議について、提案趣旨の説明を行います。 

 ４月の選挙を受けて、小樽市議会の新しい会派が結成されました。自由民主党小樽市議会議員会が７

名、日本共産党小樽市議会議員団が５名、公明党小樽市議会議員団が５名、民主党小樽市議会議員会が

４名、新風小樽が３名、無所属議員が１名です。 

 新しい議長が選出されました。そして、副議長及び議会選出監査委員、いわゆる議会三役が選出され

る予定となっております。選出に当たっては、何よりも今回の選挙結果を最大限反映させることを基本

とするべきです。日本共産党は、小樽市議会三役について、民意を反映させた選出がされるよう求める

ものです。日本共産党は、議会制民主主義のルールを守り、議長は最大会派から選出することを認め、

対立候補を出しませんでした。副議長、議会選出監査委員については、第２会派、第３会派からそれぞ

れ選出されるべきであることを主張しています。 

 さきのいっせい地方選挙、森井秀明新市長が自民党、公明党、民主党が推薦した対立候補に１万5,000

票もの大差をつけて当選いたしました。また、市議会議員選挙でも、日本共産党は第２会派としての立

場を有権者の皆さんから負託されました。一方で、自由民主党は、公認３候補が落選する結果となりま

した。これらのことは、相乗り市政と５者体制に対する有権者の厳しい審判の表れではありませんか。

市長・市議選挙で示された民意を厳粛に受け止めるべきではありませんか。 

 今臨時会の三役人事をめぐり、自由民主党と公明党で独占する理由をまともに示せておりません。そ

れどころか、選挙で行うから民主的だとまで言い出しています。憲政の常道に基づき、衆参両院では、

第１党から議長、第２党から副議長が選出されています。このことは、第１党の暴走を防ぐことやチェ

ック機能としての役割があるからです。 

 議会は主権者たる市民のものであり、それぞれの議員に負託された有権者の声を市政に反映させるこ

とが役割です。議会三役を自由民主党と公明党で独占することは、議会としてのチェック機能を弱める

ことになるのではないでしょうか。このことは、開かれた議会というものや小樽市議会の活性化を求め

るということに逆行するものです。 

 今臨時会の人事が有権者の皆さんの意思に沿った公正、民主的に構成されることを要求し、議員各位

の賛同をお願いいたしまして、提案説明といたします。（拍手） 

○議長（横田久俊） これより、討論に入ります。 

              （「議長、７番」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） ７番、高野さくら議員。 

              （７番 高野さくら議員登壇）（拍手） 

○７番（高野さくら議員） 日本共産党を代表して、議会人事の民主化と公正を求める動議に賛成の討

論を行います。 

 市議会は、市民から選ばれた議員が住民の代表として議会の権限を行使し、意思決定を合議して行い、

公正で民主的、効率的な行政が行われるように批判、監視する機能を持っています。この基本的機能を

果たすためにも、市議会では小樽市民を代表する上でも、市民の声をしっかり反映させる議会の運営と

人事が必要です。 

 しかし、議長、副議長、議会選出監査委員を自民党、公明党で独占するというあしき習慣は、今回も

改善されてはおりません。 

 そこで、有権者の民意がどこにあったかといえば、さきの選挙で、自民党が10人立候補に対し当選７
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人にとどまり、得票率30.87パーセントとなりました。公明党は５人当選し、得票率19.37パーセント、

民主党は４人当選し、14.79パーセントの得票率です。自民党、公明党、民主党が前回の選挙から軒並み

得票を減らしております。これに対し、日本共産党は５人全員当選で、得票率は19.40パーセント、1,623

票増やし、市民の皆さんから第２会派としての役割を負託されました。これが小樽市民の民意ではあり

ませんか。今回の選挙を最大限に反映することを基本にすれば、副議長や監査委員は第２会派からそれ

ぞれ選出するべきです。 

 道内各都市の議会人事の選出方法は、会派構成は小樽市と違いますが、函館市の議会人事の選出方法

を見ますと、議長は第１会派、副議長は第２会派とし、監査委員は話合いで決め、選出する上で与党や

野党の区別はございません。苫小牧市は、議長は２会派で候補を擁立し、本会議で投票しますが、副議

長は第２会派、監査委員は第３会派から選出しております。江別市は、会派代表による会議で調整はす

るものの、選出に当たって与野党の区別はございません。道内のほかの都市でも、議長は第１会派、副

議長は第２会派、監査委員は第３会派から選出されております。いずれも民意を反映させたものです。 

 また、各会派世話人会では、議長と副議長は選挙で選び、監査委員は第１会派の自民党でとなりまし

た。この論理が成り立てば、７議席の自民党が第１会派だから、人事は最大会派の言うがままとなりま

す。事例を踏まえれば、議長、副議長、監査委員の三つの人事は同じ枠で考えるべきです。 

 また、今回の選挙で、自民党も公明党も市長の与党ではございませんので、議会三役を与党でという

言いわけも成り立ちません。 

              （「決まっていないよ、投票していないのだから」と呼ぶ者あり） 

従来のオール与党という市長追随の主張から、チェック・アンド・バランスの関係を保つことを市民

に求められていることが、今回の選挙でもはっきりしたと思います。ですから、第２会派である共産党

に副議長あるいは監査委員を配分するべきです。 

 今回の人事に有権者の意思が反映され、公正で民主的に議席数に応じた議会人事の配分が実施される

ように皆様の賛同をお願いし、私の討論を終わらせていただきます。（拍手） 

○議長（横田久俊） 討論を終結し、これより採決いたします。 

 この採決は、無記名投票をもって行います。 

 議場の閉鎖を命じます。 

              （議場閉鎖） 

○議長（横田久俊） ただいまの出席議員は24名であります。 

 投票用紙を配付いたさせます。 

              （投票用紙配付） 

○議長（横田久俊） 投票用紙の配付漏れはございませんか。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 配付漏れなしと認めます。 

 投票箱を改めさせます。 

              （投票箱点検） 

○議長（横田久俊） 異状なしと認めます。 

 念のため申し上げます。本動議に賛成の議員は「賛成」と、反対の議員は「反対」と記載の上、職員

の点呼に応じ、順次投票を願います。 

 点呼を命じます。 

○事務局次長（中崎岳史） １番秋元智憲議員、２番千葉美幸議員、３番髙橋龍議員、４番中村岩雄議
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員、５番安斎哲也議員、６番石田博一議員、７番高野さくら議員、８番酒井隆裕議員、９番松田優子議

員、10番高橋克幸議員、11番斉藤陽一良議員、12番鈴木喜明議員、13番酒井隆行議員、14番中村吉宏議

員、15番濱本進議員、16番面野大輔議員、17番中村誠吾議員、18番佐々木秩議員、19番林下孤芳議員、

20番小貫元議員、21番川畑正美議員、22番新谷とし議員、23番山田雅敏議員、25番前田清貴議員。 

○議長（横田久俊） 投票漏れはありませんか。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 投票漏れなしと認めます。 

 投票を終了いたします。 

 ただいまから開票を行います。 

 立会人に、髙橋龍議員、中村誠吾議員を御指名いたします。両議員の立会いを願います。 

              （開票） 

○議長（横田久俊） 投票の結果を報告いたします。 

 投票総数24票 

 そのうち有効投票       24票 

     無効投票       ０票 

 有効投票中 

  賛成            ７票 

  反対            17票 

 以上であります。 

 よって、本動議は否決されました。 

 議場の閉鎖を解きます。 

              （議場開鎖） 

○議長（横田久俊） 日程第３「副議長の選挙」を行います。 

 議場の閉鎖を命じます。 

              （議場閉鎖） 

○議長（横田久俊） ただいまの出席議員は25名であります。 

 投票用紙を配付いたさせます。 

              （投票用紙配付） 

○議長（横田久俊） 投票用紙の配付漏れはございませんか。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 配付漏れなしと認めます。 

 投票箱を改めさせます。 

              （投票箱点検） 

○議長（横田久俊） 異状なしと認めます。 

 念のため申し上げます。この投票は、単記無記名であります。投票用紙に被選挙人の氏名を記載の上、

職員の点呼に応じ、順次投票を願います。 

 点呼を命じます。 

○事務局次長（中崎岳史） １番秋元智憲議員、２番千葉美幸議員、３番髙橋龍議員、４番中村岩雄議

員、５番安斎哲也議員、６番石田博一議員、７番高野さくら議員、８番酒井隆裕議員、９番松田優子議

員、10番高橋克幸議員、11番斉藤陽一良議員、12番鈴木喜明議員、13番酒井隆行議員、14番中村吉宏議
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員、15番濱本進議員、16番面野大輔議員、17番中村誠吾議員、18番佐々木秩議員、19番林下孤芳議員、

20番小貫元議員、21番川畑正美議員、22番新谷とし議員、23番山田雅敏議員、24番横田久俊議員、25番

前田清貴議員。 

○議長（横田久俊） 投票漏れはありませんか。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 投票漏れなしと認めます。 

投票を終了いたします。 

 ただいまから開票を行います。 

 立会人に、石田博一議員、面野大輔議員を御指名いたします。両議員の立会いを願います。 

              （開票） 

○議長（横田久俊） 選挙の結果を報告いたします。 

 投票総数25票 

 そのうち有効投票       24票 

     無効投票       １票 

 有効投票中 

  千葉美幸議員        １票 

  高橋克幸議員        17票 

  新谷とし議員        ６票 

 以上のとおりであります。 

 この選挙の法定得票数は６票であります。 

 よって、高橋克幸議員が副議長に当選されました。 

 議場の閉鎖を解きます。 

              （議場開鎖） 

○議長（横田久俊） ただいま副議長に当選されました高橋克幸議員が議場におられますので、小樽市

議会会議規則第28条第２項の規定による告知をいたします。 

 副議長より御挨拶があります。 

 副議長、御登壇願います。 

              （高橋克幸副議長登壇）（拍手） 

○副議長（高橋克幸） ただいまの選挙におきまして、副議長に選任をいただきました。謹んでお受け

いたします。 

 もとより微力ではございますけれども、議長の補佐役としてしっかりと頑張ってまいりたいとの思い

でございます。 

 どうか皆様、よろしくお願いを申し上げます。 

 以上、簡単粗辞ではございますが、御挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。（拍手） 

○議長（横田久俊） 日程第４「会期の決定」を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本臨時会の会期を、本日から５月25日までの４日間といたしたいと思います。 

 これに、御異議ございませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 御異議なしと認め、さように決しました。 
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 この際、市長から統一地方選挙後の初議会に当たりまして、議員各位に御挨拶いたしたい旨の申出が

ありますので、これを許します。 

              （「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 市長。 

              （森井秀明市長登壇）（拍手） 

○市長（森井秀明） このたび、第13代小樽市長に就任をいたしました森井秀明でございます。 

 さきの統一地方選挙後、初めての本会議に当たりまして、御挨拶を申し上げる機会をいただきました

ことに深く感謝を申し上げます。 

 そして、多くの市民の皆様に議場にお越しいただいたことにも、また深く感謝申し上げる次第でござ

います。本当にありがとうございます。 

 議員の皆様におかれましては、厳しい選挙戦を戦い抜かれ御当選をされましたことに、心からお祝い

を申し上げます。 

 私も、このたび、多くの市民の皆様から御支援、御支持をいただき、今後の４年間、市政を担わせて

いただくことになりました。歴史と伝統ある本市の将来を負託された職責の重さに、身の引き締まる思

いでございます。 

 就任してから一月にも満たない中ではありますが、当面する財政状況や政策課題を把握するために、

職員と精力的に議論を重ねているところでございます。今、小樽市は、人口の減少や少子高齢化という

大変大きな、そして重要な課題を抱えておりますが、職員と議論を進める中で、人口問題のような大き

なテーマから市民生活に直結する身近な問題まで、さまざまな課題に直面していることを改めて実感し

ております。これらの課題の解決に向け、私の目標とする開かれた市政運営を念頭に置き、職員はもち

ろんのこと、市民の皆様ともまちづくりに対する思いをともにしながら、一つ一つの政策を着実に進め

てまいりたいと考えております。 

 そのためには、私自身が力強いリーダーシップを発揮していかなければならないことはもちろんでは

ありますけれども、何と申しましても議員の皆様、市民の皆様の御協力は欠かせないものと考えており

ます。 

 このまちの元気を取り戻し、住みよいまち、人に優しいまちを目指し、誠心誠意小樽の再生に取り組

んでまいりますので、議員の皆様、市民の皆様には御理解と御協力を心からお願いを申し上げ、簡単粗

辞ではございますけれども、御挨拶とさせていただきます。 

 どうぞ４年間よろしくお願い申し上げます。ありがとうございました。（拍手） 

○議長（横田久俊） この際、暫時休憩いたします。 

休憩 午後 １時５５分 

―――――――――――――― 

再開 午後 ３時１０分 

○議長（横田久俊） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

 日程第５「常任委員の選任」を議題といたします。 

 本件につきましては、別紙お手元に配付のとおり、それぞれ指名いたしたいと思います。 

 これに、御異議ございませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 御異議なしと認め、さように決しました。 

 日程第６「議会運営委員の選任」を議題といたします。 
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 本件につきましては、別紙お手元に配付のとおり、指名いたしたいと思います。 

 これに、御異議ございませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 御異議なしと認め、さように決しました。 

 日程第７「特別委員会の設置」を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本件につきましては、別紙お手元に配付の特別委員会の設置要綱のとおり、設置いたしたいと思いま

す。 

 これに、御異議ございませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 御異議なしと認め、さように決しました。 

 次に、特別委員会委員の選任につきましては、別紙お手元に配付のとおり、それぞれ指名いたしたい

と思います。 

 これに、御異議ございませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 御異議なしと認め、さように決しました。 

 日程第８「北しりべし廃棄物処理広域連合議会議員の選挙」を行います。 

 この選挙は、地方自治法第118条第２項の規定に基づく指名推選の方法によることとし、指名の方法に

つきましては、議長において指名いたしたいと思います。 

 これに、御異議ございませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 御異議なしと認め、さように決しました。 

 それでは、北しりべし廃棄物処理広域連合議会議員に、髙橋龍議員、石田博一議員、高野さくら議員、

松田優子議員、斉藤陽一良議員、鈴木喜明議員、酒井隆行議員、中村吉宏議員、面野大輔議員、中村誠

吾議員、川畑正美議員を御指名いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま指名いたしました被指名人をもって当選人とすることに、御異議ございませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 御異議なしと認め、さように決しました。 

 ただいま北しりべし廃棄物処理広域連合議会議員に当選されました各議員が議場におられますので、

小樽市議会会議規則第28条第２項の規定による告知をいたします。 

 日程第９「石狩湾新港管理組合議会議員の選挙」を行います。 

 この選挙は、地方自治法第118条第２項の規定に基づく指名推選の方法によることとし、指名の方法に

つきましては、議長において指名いたしたいと思います。 

 これに、御異議ございませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 御異議なしと認め、さように決しました。 

 それでは、石狩湾新港管理組合議会議員に、秋元智憲議員、鈴木喜明議員、小貫元議員を御指名いた

します。 

 お諮りいたします。 
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 ただいま指名いたしました被指名人をもって当選人とすることに、御異議ございませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 御異議なしと認め、さように決しました。 

 ただいま石狩湾新港管理組合議会議員に当選されました各議員が議場におられますので、小樽市議会

会議規則第28条第２項の規定による告知をいたします。 

 日程第10「後志教育研修センター組合議会議員の選挙」を行います。 

 この選挙は、地方自治法第118条第２項の規定に基づく指名推選の方法によることとし、指名の方法に

つきましては、議長において指名いたしたいと思います。 

 これに、御異議ございませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 御異議なしと認め、さように決しました。 

 それでは、後志教育研修センター組合議会議員に、私、横田久俊を指名いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま指名いたしました被指名人をもって当選人とすることに、御異議ございませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 御異議なしと認め、さように決しました。 

 この際、小樽市議会会議規則第28条第２項の規定による告知をいたします。 

 日程第11「石狩西部広域水道企業団議会議員の選挙」を行います。 

 この選挙は、地方自治法第118条第２項の規定に基づく指名推選の方法によることとし、指名の方法に

つきましては、議長において指名いたしたいと思います。 

 これに、御異議ございませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 御異議なしと認め、さように決しました。 

 それでは、石狩西部広域水道企業団議会議員に、高橋克幸議員を御指名いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま指名いたしました被指名人をもって当選人とすることに、御異議ございませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 御異議なしと認め、さように決しました。 

 ただいま石狩西部広域水道企業団議会議員に当選されました高橋克幸議員が議場におられますので、

小樽市議会会議規則第28条第２項の規定による告知をいたします。 

 日程第12「小樽市農業委員会委員の推薦」を議題といたします。 

 本件につきましては、議会の推薦により選出しておりました新谷とし議員及び山田雅敏議員が、来る

５月31日付けをもって辞任されるため、新たにその後任者を推薦するものであります。 

 お諮りいたします。 

 小樽市農業委員会委員に、林下孤芳議員、川畑正美議員を推薦いたしたいと思います。 

 これに、御異議ございませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 御異議なしと認め、さように決しました。 

 この際、暫時休憩いたします。 

休憩 午後 ３時１５分 
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―――――――――――――― 

再開 午後 ４時２０分 

○議長（横田久俊） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

 日程第13「議案第１号ないし第３号及び報告第１号ないし第５号」を一括議題とし、市長から提案理

由の説明を求めます。 

              （「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 市長。 

              （森井秀明市長登壇） 

○市長（森井秀明） 議案について説明をさせていただきます前に、副市長の選任につきまして、あら

かじめ申し上げておきたいと思います。 

 この件に関しましては、市長に就任して以来、人選には熟慮に熟慮を重ねてきたところでございます

けれども、最終的な判断に至ることができず、この臨時会での提案は見送りをさせていただくこととい

たしました。 

 後任につきましては、当面、空席となる事態となったことについておわびを申し上げますとともに、

来月開催予定の第２回定例会までには提案をさせていただくべく鋭意検討を重ねてまいりますので、御

理解を賜りますようお願いを申し上げます。 

 それでは、ただいま上程されました各案件について提案理由の概要を説明申し上げます。 

 まず、議案第１号から議案第３号までの人事案件について説明を申し上げます。 

 議案第１号監査委員の選任につきましては、菊池洋一氏の任期が平成27年６月30日をもって任期満了

となりますので、引き続き同氏を選任するものであります。 

 議案第２号職員懲戒審査委員会委員の任命につきましては、山田雅敏氏が平成27年５月31日をもって

辞任することから､後任として安斎哲也氏を任命するものであります。 

 議案第３号固定資産評価審査委員会委員の選任につきましては、石川満氏が平成27年３月31日に辞任

したことに伴い、４月１日に奈良岡修氏を選任しましたので、地方税法第423条第５項に基づき、議会の

承認を求めるものであります。 

 次に、専決処分報告についてでありますが、報告第１号につきましては、国民健康保険法の一部改正

及び国民健康保険法施行令の一部改正による国民健康保険の財政基盤強化策の恒久化に伴い、一般被保

険者に係る基礎賦課総額に係る規定の見直しを行うとともに、国民健康保険法施行令の一部改正に準じ、

国民健康保険料の５割軽減及び２割軽減の対象世帯に係る所得判定基準の見直しを行うため、国民健康

保険条例の一部を改正する条例を平成27年３月30日に専決処分したものであります。 

 報告第２号につきましては、地方税法等の一部改正及び所得税法等の－部改正に伴い、住宅借入金等

特別控除の適用期限を延長するなど平成27年度税制改正に伴う所要の改正を行うため、市税条例等の一

部を改正する条例を平成27年３月31日に専決処分したものであります。 

 報告第３号につきましては、介護保険法施行令の一部改正に準じ、所得の少ない第１号被保険者の保

険料の減額賦課に係る平成27年度から29年度までの各年度における保険料率を軽減するため、介護保険

条例の一部を改正する条例を平成27年４月30日に専決処分したものであります。 

 報告第４号につきましては、報告第３号との関連で平成27年度一般会計において介護保険事業会計繰

出金に係る予算を措置するため、同会計の補正予算について平成27年４月30日に専決処分したものであ

ります。 

 報告第５号につきましては、同じく報告第３号との関連で平成27年度介護保険事業特別会計において
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低所得者の介護保険料の軽減強化に係る予算を措置するため、同会計の補正予算について平成27年４月

30日に専決処分をしたものでございます。 

 以上、概括的に説明を申し上げましたけれども、なにとぞ原案どおり御同意、御承認賜りますようお

願い申し上げます。 

○議長（横田久俊） 本日は、これをもって散会いたします。 

散会 午後 ４時２６分 

 

 

 

 会議録署名議員 
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                   開会 午後 １時００分 

○議長（横田久俊） これより、本日の会議を開きます。 

 本日の会議録署名議員に、秋元智憲議員、中村誠吾議員を御指名いたします。 

 日程第１「議案第１号ないし第４号及び報告第１号ないし第５号」を一括議題といたします。 

 まず、本日新たに提案されました議案第４号について、市長から提案理由の説明を求めます。 

              （「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 市長。 

              （森井秀明市長登壇） 

○市長（森井秀明） ただいま追加上程されました議案について、提案理由を説明申し上げます。 

 議案第４号監査委員の選任につきましては、佐々木茂氏の任期が平成 27 年４月 30 日をもって満了し

ておりますので、後任として前田清貴氏を選任するものであります。 

 なにとぞ原案どおり御同意賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（横田久俊） これより、質疑を行います。 

 通告がありますので、発言を許します。 

              （「議長、22 番、議事進行について」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 22 番、新谷とし議員。 

○２２番（新谷とし議員） 

 議会運営にかかわることなので、議会選出の監査委員についてお尋ねします。 

 この間、世話人会で何度も言ってきましたし、昨日の動議の提出でも述べたとおり、今度の選挙で示

された民意は、５者体制、相乗りオール与党に対する市民の厳しい審判でした。 

 市長も御承知のように、議会選出の監査委員は、議長、副議長とともに議会の三役として重要な役割

を果たしています。 

 日本共産党は、議長は第１会派から、副議長と監査委員は第２会派、第３会派から選出すべき、つま

り共産党か公明党かということを述べてきました。 

 しかし、世話人会では座長である横田議長が、監査委員は比例配分で選出するとして、日本共産党が

合意していないものを打ち切って、監査委員も第１会派からとしました。第３回世話人会で、座長は、

監査委員は議会で推薦した人と言っていましたが、今日提案された前田議員は、第４回世話人会で自民

党が会派で一致して議長に推すと説明された方です。本来であれば、世話人会を開いて、どのような経

過でいつ市長に提案したのか、説明すべきです。何の説明もありませんから、その経過を説明してくだ

さい。 

○議長（横田久俊） ただいま、新谷議員から議事進行の発言がありました。 

 22 日の動議でも、同様趣旨のお話がありましたが、今日は議案として理事者側から正式に提案されて

いるものですので、これについて私がコメントすることはできませんし、ありません。したがって、こ

のまま議事を進めます。 

              （「議長、22 番、議事進行について」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 同様趣旨の発言ですと発言を許可しませんが、どうですか。大丈夫ですか。 

              （「はい」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 22 番、新谷とし議員。 

○２２番（新谷とし議員） 今日は、市長側から正式に提案されたものです。しかし、その経過につい

て、本来であれば世話人会で話すべきだということを言っているのですよ。 

－17－



平成２７年第１回臨時会 本会議録 

○議長（横田久俊） 私には同一趣旨に聞こえましたけれども。 

 今、議案として提案されておりますので、繰り返しになりますけれども、それについてのコメントは、

いたしません。 

 それから、今この場で経過を説明することも私はいたしません。 

 今後の各会派代表者会議等でそういう御意見を出していただければ、それには対応いたしたいと思い

ます。 

              （「議長、20 番、議事進行について」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 同一趣旨ではないですね。 

              （「はい、違います」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 20 番、小貫元議員。 

○２０番（小貫 元議員） 精査をいたしますと、15 日の第３回世話人会では議論を、総務も聞いてい

るので、それを酌んで市長にお伝えするでしょうということで、監査委員の問題について閉じているわ

けです。 

 そして、21 日に第４回世話人会が開かれたときに、山田議員は、自民党としては前田議員を議長とし

て推したいということで一本化したと発言されたことから、21 日の時点では、まだ監査委員は前田議員

ということは伝わっていなかったわけです。 

 それで、22 日に、議長が横田議員となりました。このときになって初めて、監査委員として前田議員

ということが上がってくるわけですけれども、その後の世話人会が開かれていないと。そういう中で、

今回提案されてきていると。 

 その時系列について、少々おかしいのではないですかということを指摘したいと思うのですが、これ

についてはいかがでしょうか。 

○議長（横田久俊） 全体の流れの中のお話は、同一趣旨だと思います。細かい部分の世話人会がうん

ぬんという話を今言っておりますけれども、世話人会も閉じておりますし、それから今この場でそのお

話をすることは、私はいたしません。よろしいですか。 

 このまま議事を進めます。 

 通告がありますので、発言を許します。 

              （「議長、22 番」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 22 番、新谷とし議員。 

              （２２番 新谷とし議員登壇）（拍手） 

○２２番（新谷とし議員） 日本共産党を代表して、専決処分報告に対して質問いたします。 

 初めに、小樽市国民健康保険条例の一部を改正する条例について伺います。 

 改正される財政基盤強化策の恒久化に伴う一般被保険者に係る基礎賦課総額の見直しでは、国民健康

保険法の一部を改正する法律及び国民健康保険法施行令の一部改正により、2010 年度から 2014 年度ま

での暫定措置であった保険者支援制度及び都道府県単位の共同事業が 2015 年度から恒久化されるもの

です。 

 保険者支援制度は、保険料軽減となる低所得者数に応じて、保険者に対して財政支援するものですが、

2015 年度の国の予算は 1,700 億円拡充されました。従来は、２割軽減に対し、支援金はなかったのです

が、新たに創設されます。 

 2014 年度の小樽市の７割、５割、２割の軽減世帯数の国保加入世帯に占める割合はどれくらいか、お

知らせください。 
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 新たに拡充される７割、５割、２割軽減世帯に対しての支援割合は、現行制度と比較して、それぞれ

どう拡充されるのか、あわせて 2014 年度の実績に照らした場合の拡充金額についてお示しください。 

 国は、この拡充により、被保険者１人当たり約 5,000 円の財政改善効果を示し、今年３月の全国高齢

者医療主幹課（部）長及び国民健康保険主幹課（部）長並びに後期高齢者医療広域連合事務局長会議は、

１人当たり約 5,000 円の保険料引下げが可能としています。 

 2015 年度は、この財源を活用して保険料の引下げを決めた自治体があります。北見市は、市民の声に

押され、この財源での保険料引下げを早い段階から打ち出し、5,000 万円の拠出で医療分、介護分、後

期高齢者支援分、合わせて１人約１万円の引下げを決めました。 

 名古屋市は、財政支援拡充策と一般会計からの繰入額を減らさず、医療分、後期高齢者支援分、合わ

せて１人当り 3,213 円引下げを決めています。 

 小樽市でも、収入は少ないが保険料軽減にならない世帯の保険料の負担は、重くのしかかっています。 

 2014 年度の、夫と妻とも 40 歳以上で小・中学生の２人の子供がいる給与収入 300 万円世帯の国保料

は、幾らになりますか。 

 小樽市も、拡充される保険者支援分で、高すぎる保険料を引き下げるべきです。お答えください。 

 都道府県単位の共同事業については、高額医療費共同事業と保険財政共同安定化事業があります。二

つの事業内容の説明と、小樽市の拠出金と小樽市への交付金は国保会計にどのような影響があるのか伺

います。 

 都道府県単位の保険財政共同安定化事業については、国民健康法の一部を改正する法律で、今年度か

ら事業対象を全ての医療費に拡大することが決められました。これは、市町村国保の財政運営を都道府

県単位化することへの布石ではありませんか。見解を伺います。 

 市町村国保の財政機能強化策として、既に 2012 年の法改正により、都道府県調整交付金の７割が７パ

ーセントから９パーセントに引き上げることが決められましたが、肝心の国庫負担割合が 34 パーセント

から 32 パーセントに下がりました。しかも都道府県の調整交付金の財源の約 1,500 億円は、年少扶養控

除の廃止による増収分です。子育て世代に負担をかけた財源は筋違いです。 

 また、2015 年度からの北海道の調整交付金は、拠出金の多い自治体に優先して交付されるということ

ですが、このことにより小樽市への交付金は削減されるのですか。だとしたら、どれくらい影響がある

のか伺います。 

 国は、市町村国保の財政基盤強化を恒久化するとしながら、国庫負担割合を引き下げるのは、国保財

政に対する国の責任の大きな後退です。国保医療費に占める国庫負担割合は、1984 年は 50 パーセント

だったのが、現在は 25 パーセントにしかすぎません。恒久化というなら、自治体間の共同で自治体負担

を求めるのではなく、国に対して国庫負担割合をもとに戻すよう求め、高すぎる国保料の引下げを図る

べきです。見解を伺います。 

 次に、小樽市介護保険事業特別会計補正予算について伺います。 

 介護保険法施行令の一部改正に準じ、所得の少ない第１号被保険者の第１段階の保険料は、年間３万

4,800 円から３万 1,320 円に引き下げられるのは、市民利益にかなうことで賛成できます。引下げの対

象人数は何人になる見込みですか。 

 低所得者保険料軽減分 4,374 万 8,000 円のうち、国庫負担金は 2,187 万 3,000 円、道負担金 1,093 万

6,000 円、小樽市の一般財源は財政調整基金繰入金から 1,093 万 9,000 円繰り出します。小樽市の繰出

し分は後から交付税措置されると言いますが、予算どおり配分されるかどうかわかりません。 

 日本共産党は、社会保障の財源を消費税に求めることには反対し、消費税に頼らない財源の提言をし
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ていますが、それにしても社会保障と税の一体改革で消費税増税分は全額社会保障に回すという政府の

約束からして、低所得者保険料軽減分は全額国庫負担で賄うべきではありませんか。市長の見解を求め

ます。 

 再質問を留保して、質問を終わります。（拍手） 

○議長（横田久俊） 理事者の答弁を求めます。 

              （「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 市長。 

              （森井秀明市長登壇） 

○市長（森井秀明） 新谷議員の御質問にお答えいたします。 

 初めに、報告第１号専決処分報告について御質問がありました。 

 まず、平成 26 年度の国保加入世帯に占める軽減世帯の割合につきましては、７割軽減世帯が 40.9 パ

ーセント、５割軽減世帯が 15.8 パーセント、２割軽減世帯が 12.1 パーセントとなっております。 

 次に、保険者支援制度の拡充の内容と金額につきましては、これまで軽減対象者１人当たりの支援額

が７割軽減は当該市町村の平均保険料収納額の 12 パーセント、５割軽減が同じく６パーセントであった

ものが、平成 27 年度から７割軽減が当該市町村の軽減前の平均保険料算定額の 15 パーセント、５割軽

減が同じく 14 パーセントになったことに加え、新たに２割軽減も対象となり、同じく平均保険料算定額

の 13 パーセントが支援額となります。 

 また、26 年度実績に照らし合わせた拡充金額は、７割軽減が約 8,400 万円、５割軽減が約 6,000 万円、

２割軽減が約 6,100 万円、合計で約２億 500 万円となります。 

 次に、保険料の試算につきましては、御質問にありました世帯の条件で平成 26 年度の保険料を計算し

ますと、年額 43 万 4,620 円となります。 

 次に、拡充される保険者支援分で保険料を下げるべきとのことですが、この保険者支援制度は被保険

者の保険料負担の軽減やその伸びの抑制が目的でありますので、本市の場合もそのような効果があるも

のと考えております。 

 次に、都道府県単位の共同事業につきましては、二つの事業とも、各保険者からの拠出金を基に都道

府県単位で費用負担を調整する制度であります。 

 まず、高額医療費共同事業につきましては、高額な医療費の発生に伴う保険者の急激な負担増の緩和

を図るため、レセプト１件当たり 80 万円を超える医療費の 59 パーセントが交付金として交付される事

業です。 

 なお、この事業の拠出金の負担割合は、国、道がそれぞれ４分の１、市町村が２分の１となっており

ます。 

 また、保険財政共同安定化事業は、保険者間の保険料の平準化、財政運営の安定化を図るため、レセ

プト１件当たり30万円を超え80万円までの医療費の59パーセントが交付金として交付される事業であ

り、その拠出金は全て市町村の負担となっております。 

 なお、この事業については、制度改正により、平成 27 年度から対象医療費の範囲がレセプト１件当た

り１円以上 80 万円までに拡大をされています。 

 また、両事業の本市への影響につきましては、近年は国や道の負担金を考慮した実質的な市の拠出金

の負担額よりも交付金が多い状況でありますので、本市の国保会計には好影響がある事業と考えていま

す。 

 次に、共同事業の範囲拡大が国保の都道府県化への布石ではないかとのことでありますが、現在、国
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においては、平成 30 年度から国保の財政運営の責任主体を都道府県に移行することを柱とした国保法改

正案を国会で審議しており、今回の事業範囲の拡大も都道府県化の推進の一環と国では説明をしており

ます。 

 次に、北海道の調整交付金についてですが、北海道からは、平成 27 年度の配分については、共同事業

で拠出金が交付金を上回る市町村に優先的に配分する方針であることが示されておりますが、算定方法

については、今後、北海道調整交付金の交付要綱が改正された後、市町村に通知をされることとなって

おり、現時点では本市への影響額の算出は難しい状況でございます。 

 次に、国庫負担割合についてですが、これまで国保の財政負担については、新たな保険者間の財政調

整制度の創設や国の三位一体改革による都道府県との負担の見直しなどが行われてきましたが、公費負

担割合 50 パーセントとの基本的な考え方は確保されているものと考えております。しかし、医療費水準

が高く所得が低いという北海道の実情は変わりありませんので、それらに着目した財政支援の強化につ

いては、引き続き北海道市長会などを通じて要望してまいりたいと考えております。 

 次に、報告第５号専決処分報告について御質問がありました。 

 まず、介護保険料の引下げの対象となる見込みの人数についてでございますが、平成 27 年度から 29

年度までの第６期介護保険料の設定において軽減の対象となる第１段階は、平成 27 年度では１万 2,571

人と推計をしております。 

 次に、保険料軽減分を全額国庫負担で賄うべきとのことでございますけれども、国は平成 27 年度地方

財政計画において、消費税、地方消費税の引上げによる増収分を少子化対策や医療介護などの社会保障

の充実に活用することとしており、第１号被保険者保険料の低所得者の軽減措置に伴う地方負担につい

ては、地方交付税措置を講じるとされておりますけれども、低所得者に対する保険料軽減策においては、

国の責任において確実に財政措置が行われるよう、今後とも北海道市長会等を通して要望してまいりた

いと考えております。 

              （「議長、22 番」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 22 番、新谷とし議員。 

○２２番（新谷とし議員） 再質問いたします。 

 国民健康保険の財政基盤強化策の恒久化の一つ、保険者支援制度は、低所得者の保険料軽減が拡大さ

れるということで、これは改善だと思います。 

 ただ、４分の１は小樽市の負担となり、この分も地方交付税措置されるということですけれども、か

つては全額国庫負担だったのですから、自治体に負担させずに全額国庫負担にさせるべきだと。これは

意見です。 

 二つ目の都道府県単位の共同事業ですが、高額医療費共同事業と保険財政共同安定化事業、これは財

政力が弱い市町村にとって、高額医療のリスクを軽減できる制度ではありますけれども、国保全体が苦

しい中で、国保同士の助け合いには限度があります。小樽市は今のところ交付金が多いので助かってい

るということですけれども、各市町村が国民健康保険連合会に納める拠出金のために、今後、保険料を

引き上げる、あるいは徴収強化を図る、また、医療費抑制につながるという問題を含んでおります。こ

ういう問題があるのに恒久化するということは、問題ではありませんか。 

 とはいえ、保険者支援制度で軽減率は拡大され、2014 年度実績を２億 500 万円上回るということです。

これで保険料を引き下げる効果があるというお答えでしたけれども、函館市も１人 4,300 円引き下げて

おります。新たな軽減対象者はどれぐらい増えるかわかりませんけれども、全国高齢者医療主幹課（部）

長及び国民健康保険主幹課（部）長並びに後期高齢者医療広域連合事務局長会議で保険料 5,000 円の引
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下げができるというふうにも言っていますし、国は 5,000 円の財政効果があると言っておりますので、

引下げできるのではないか、同程度ではなく、今よりも引き下げられるのかどうか、その辺について伺

います。 

 質問で聞いた夫婦、40 歳以上の世帯の場合ですが、年額保険料は 43 万 4,620 円、収入の約 15 パーセ

ントです。大変大きいです。これに国民年金、2014 年度分、２人で３万 500 円です。医療費などを合わ

せると、最低生活費、これは家賃を除いて 239 万 280 円になりますけれども、最低生活費と大して変わ

らない金額になります。この国保の保険料の高さというのは、本当に深刻な問題でもあります。 

 今、2015 年度の保険料を決めているところだと思いますけれども、ぜひ下げていただきたいと思いま

すが、いかがでしょうか。 

○議長（横田久俊） 理事者の答弁を求めます。 

              （「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 医療保険部長。 

○医療保険部長（前田孝一） 新谷議員の再質問にお答えいたします。 

 今回の保険者支援制度で、小樽市の国民健康保険料を引き下げるという部分でございますけれども、

間違いなく今回の拡充によっては、小樽市の保険料としては引き下がる要素にはなります。 

 ただ、次の質問とも絡みますけれども、条例上、あくまでも賦課総額というのが規定されている部分

がございます。端的に言いますと、保険給付費からいろいろな財源を引いたその残りが保険料ですと。

端的に言うと、そういうつくりになってございます。ですから、今回の保険者支援制度での拡充につい

ては、これは当然、保険料として下がる要素にはなりますが、一方では、そのほかの、そもそもの保険

給付額も現在いろいろ算定してございますけれども、やはり昨年よりも上がっている状況にございます。

そういった歳出、歳入、両方の面から最終的に保険料というものが確定されるということでございます。

したがいまして、二、三日中には保険料の新年度の賦課の状況を御説明できるかと思いますけれども、

その中で最終的に結果については細かく説明したいと思います。増減になった理由等についての状況に

ついては、細かく説明したいと思います。 

              （「議長、22 番」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 22 番、新谷とし議員。 

○２２番（新谷とし議員） 再々質問いたします。 

 今、お答えいただきました。保険者支援分では引き下げることは可能だと。ほかにいろいろ要素があ

って、これは考えなければいけないところだということで、もうまもなく決まるということですけれど

も、こうした保険者支援分のほかに問題をはらんでいる、問題があるのにこれを恒久化するいうことが

どうなのかなという問題があります。 

 それと、この保険者支援金の拡充で引き下がる状況にあるということですから、先ほども言いました

けれども、７割、５割、２割の法定軽減に当たらない収入の低い世帯は、非常にこの保険料の負担が重

いわけですよ。ですから、こういうものの活用と、一般会計からの繰入金も合わせますと、引下げは可

能です。ですから、この方向でぜひ前向きなお答えをいただきたいと思います。いかがですか。 

○議長（横田久俊） 理事者の答弁を求めます。 

              （「議長」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 医療保険部長。 

○医療保険部長（前田孝一） 繰り返しになりますけれども、今回の保険者支援の拡充については、間

違いなく我々も現在持っている情報の中で、目いっぱい収入として見込んでございますので、当然それ
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は下がる要素となります。 

 ただ、料率そのものにつきましては、今、最終的な詰めの段階ではございますけれども、先ほども申

しましたように、大もとになります保険給付費自体がやはり前年よりも増えてきている状況でございま

すから、それらをそのほかの財源でカバーできれば、保険料としては引下げ等にもつながってくるかと

は思いますけれども、現状といたしましては、それら給付の増分を全て財源で賄えるか賄えないかは微

妙な状況にございます。 

 いずれにいたしましても、二、三日中に最終的な保険料についての平成 27 年度の確定賦課の作業が一

通り終わりますので、その中で詳しい内容について、この保険者支援の分についてもどのような影響が

あったのか、それとそのほかの部分でそういったほかの要素でもってどういった部分が今回の保険料の

増減につながっていったのかという部分については、細かく説明してまいりたいと思ってございます。 

○議長（横田久俊） 以上をもって質疑を終結し、この際、暫時休憩いたします。 

休憩 午後 １時３２分 

―――――――――――――― 

再開 午後 ２時３０分 

○議長（横田久俊） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

 これより、一括討論に入ります。 

              （「議長、21 番」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 21 番、川畑正美議員。 

              （２１番 川畑正美議員登壇）（拍手） 

○２１番（川畑正美議員） 日本共産党を代表して、報告第１号専決処分報告小樽市国民健康保険条例

の一部を改正する条例は不承認、議案第４号小樽市監査委員の選任については不同意の討論を行います。 

 報告第１号専決処分報告については、改正される国民健康保険の財政基盤強化策の恒久化に伴う一般

被保険者にかかわる基礎賦課総額にかかわる規定の見直しでは、国民健康保険法の一部を改正する法律

及び国民健康保険法施行令の一部改正により、健康保険者支援制度、都道府県単位の共同事業が 2015

年度から恒久化されます。 

 保険者支援制度は、保険料軽減となる低所得者数に応じて財政支援するものですが、2015 年度の国の

予算は 1,700 億円拡充されました。従来、２割軽減に対して支援金はなかったのが新設されます。 

 小樽市では、2014 年度の軽減世帯は、７割軽減が 8,596 世帯、５割軽減が 3,320 世帯、２割軽減が 2,544

世帯あります。独自の財政負担額である法定外繰入額を減らしては、せっかくの保険者支援制度拡充の

効果が生まれません。国はこの拡充により、被保険者１人当たり約 5,000 円の財政改善効果を示してい

ます。 

 また、今年３月の全国高齢者医療主幹課（部）長及び国民健康保険主幹課（部）長並びに後期高齢者

医療広域連合事務局長会議では、１人当たり約 5,000 円の保険料引下げが可能としています。 

 道内の北見市では、国の予算措置を活用して、市が約 5,000 万円拠出し、2015 年度の保険料を引き下

げしました。内訳は医療分で 7,541 円、介護分で 180 円、後期高齢者支援分で 2,295 円、合わせて１万

16 円の引下げであります。 

 名古屋市では、財政支援拡充策で、一般会計からの繰入額を減らすことなく、2015 年度の保険料を１

人当たり年額平均で 3,213 円引き下げしています。 

 本市においても、保険料引下げによって市民の願いに応えていくべきです。 

 都道府県単位の共同事業では、高額医療費共同事業と保険財政共同安定化事業があります。高額医療
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費共同事業は、１件 80 万円を超える高額医療費について、国と都道府県が事業対象の４分の１ずつ公費

負担します。保険財政共同安定化事業は、１件 30 万円を超える医療費について、都道府県内の全市町村

が共同で負担する事業です。いずれも、財政運営を都道府県単位化して推進するための措置であります。 

 この単位化は保険者が市町村から都道府県へ移管されることになりますが、都道府県が全ての保険業

務を担うわけではありません。単位化の狙いは医療費抑制にあり、都道府県に一本化すれば、医療費抑

制を効率よく進めることができるからです。市町村の収納率が下がれば、都道府県からの調整交付金を

減額する仕組みとなっており、市町村は保険料の徴収強化に走らざるを得ないことになります。 

 また、単位化の前提条件があって、現行では赤字補填や保険料引下げのために一般会計から法定外繰

入れをしておりますが、移行前には赤字の解消や法定外繰入れの廃止を求められるおそれがあります。 

 2015 年度から北海道の調整交付金は拠出金の多い自治体に優先して交付されます。そうなれば、本市

への交付金が削減されることになりかねません。 

 市町村国保の財政基盤強化策を恒久化することは必要であります。しかし、国庫負担割合を 34 パーセ

ントから 32 パーセントに引き下げることは、大きな後退であります。 

 加えて、都道府県の財政調整機能の強化と市町村国保財政の共同事業の拡大の円滑な推進のためと称

して、都道府県調整交付金を給付費等の７パーセントから９パーセントに引き上げています。その財源

は年少扶養控除の廃止による増収分であり、子育て世代に負担をかけた財源は筋違いであります。 

 国保医療費に占める国庫負担は 1984 年当時には 50 パーセントでしたが、現在は 25 パーセントにすぎ

ません。 

 日本共産党は、市町村国保の財政基盤強化策で恒久化を進めるのであれば、自治体間での相互負担を

求めるのではなくて、国が国保負担割合をかつての 50 パーセント水準に戻すことを要求しています。し

たがって、国民健康保険条例の一部を改正する条例は承認できません。 

 議案第４号小樽市監査委員の選任についてです。 

 さきの議会人事の民主化と公正を求める動議において、我が党は、いわゆる小樽市の議会三役につい

て、民意を反映させた選出を求め、議会制民主主義のルールを守り、議長は最大会派から選出、副議長、

議会選出監査委員については第２会派、第３会派からそれぞれ選出されるべきであることを主張したと

おりであります。ですから、同意できません。 

 監査委員に前田議員を提案した経過も説明がありません。開かれた議会と言いながら、公正で民主的

な運営ができないのは問題です。 

 民意を酌み入れない議会人事に対して、市民は納得しておりません。今回の選挙に表れた市民の民意

を酌むなら、議会三役を旧オール与党の自民党と公明党で独占すべきではなく、日本共産党と公明党が

同議席ですから、日本共産党から監査委員を推薦すべきです。 

 以上、採決に当たり、議員各位が賢明な態度表明をされるよう期待し、討論を終わらせていただきま

す。（拍手） 

○議長（横田久俊） 討論を終結し、これより順次、採決いたします。 

 まず、議案第４号について採決いたします。 

 議案第４号の採決に当たりましては、地方自治法第 117 条の規定により、前田清貴議員は除斥となり

ますので、退席を求めます。 

              （２５番 前田清貴議員退席） 

○議長（横田久俊） この採決は、無記名投票をもって行います。 

 議場の閉鎖を命じます。 
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              （議場閉鎖） 

○議長（横田久俊） ただいまの出席議員は 23 名であります。 

 投票用紙を配付いたさせます。 

              （投票用紙配付） 

○議長（横田久俊） 投票用紙の配付漏れはございませんか。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 配付漏れなしと認めます。 

 投票箱を改めさせます。 

              （投票箱点検） 

○議長（横田久俊） 異状なしと認めます。 

 念のため申し上げます。議案第４号について、同意することに賛成の議員は「賛成」と、反対の議員

は「反対」と投票用紙に記載の上、職員の点呼に応じ、順次投票願います。 

 点呼を命じます。 

○事務局次長（中崎岳史） １番秋元智憲議員、２番千葉美幸議員、３番髙橋龍議員、４番中村岩雄議

員、５番安斎哲也議員、６番石田博一議員、７番高野さくら議員、８番酒井隆裕議員、９番松田優子議

員、10 番高橋克幸議員、11 番斉藤陽一良議員、12 番鈴木喜明議員、13 番酒井隆行議員、14 番中村吉宏

議員、15 番濱本進議員、16 番面野大輔議員、17 番中村誠吾議員、18 番佐々木秩議員、19 番林下孤芳議

員、20 番小貫元議員、21 番川畑正美議員、22 番新谷とし議員、23 番山田雅敏議員。 

○議長（横田久俊） 投票漏れはありませんか。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 投票漏れなしと認めます。 

 投票を終了いたします。 

 ただいまから、開票を行います。 

 立会人に、松田優子議員、小貫元議員を御指名いたします。両議員の立会いを願います。 

              （開票） 

○議長（横田久俊） 投票の結果を報告いたします。 

 投票総数 23 票 

 そのうち有効投票       23 票 

     無効投票       ０票 

 有効投票中 

  賛成            18 票 

  反対            ５票 

 以上であります。 

 よって、議案第４号は原案どおり同意と決定いたしました。 

 議場の閉鎖を解きます。 

              （議場開鎖） 

              （２５番 前田清貴議員着席） 

○議長（横田久俊） 次に、報告第１号について採決いたします。 

 承認と決定することに、賛成の議員の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 
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○議長（横田久俊） 起立多数。 

 よって、さように決しました。 

 次に、議案第２号について採決いたします。 

 議案第２号の採決に当たりましては、地方自治法第 117 条の規定により、安斎哲也議員は除斥となり

ますので、退席を求めます。 

              （５番 安斎哲也議員退席） 

○議長（横田久俊） お諮りいたします。 

 同意と決定することに、御異議ございませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 御異議なしと認め、さように決しました。 

              （５番 安斎哲也議員着席） 

○議長（横田久俊） 次に、ただいま決定いたしました以外の各案件について、一括採決いたします。 

 議案第１号は同意と、議案第３号及び報告第２号ないし第５号はいずれも承認と、それぞれ決定する

ことに、御異議ございませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 御異議なしと認め、さように決しました。 

 日程第２「意見書案第１号」を議題といたします。 

 まず、提出者から提案理由の説明を求めます。 

              （「議長、20 番」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 20 番、小貫元議員。 

              （２０番 小貫 元議員登壇）（拍手） 

○２０番（小貫 元議員） 提出者を代表して、意見書案第１号安全保障関連法案の徹底審議と国民の

合意なしに成立させないよう求める意見書（案）の提案説明を行います。 

 14 日に安倍政権は平和安全法制として 11 本の法案を閣議決定し、15 日に国会に提出しました。 

 毎日新聞が 23 日と 24 日の両日に行った世論調査では、これらの法案に対して、今国会成立反対が 54

パーセント、賛成は 32 パーセントしかありません。自民党支持層でも反対は３割、公明党支持層に至っ

ては５割近くが反対と回答しました。 

 この１週間前に行った朝日新聞の世論調査でも、今国会での成立は必要ないとする声が 60 パーセント

に上ります。 

 この法案は、形の上では２本になります。一つは、国際平和支援法で、政府の判断で、いつでもどこ

でもアメリカ軍やアメリカの主導する多国籍軍を支援するために自衛隊がお手伝いをするというもので

す。憲法第９条を踏み破る大きな問題があります。 

 もう一つが、過去に自衛隊がアメリカの手伝いをしてきた法律を一括で書きかえるものです。書きか

えられる前の法律を決めるとき、例えばＰＫＯ法だけでも４国会、衆議院で 160 時間も審議をしてきま

した。それなのに安倍政権は、今度の法案について、今国会で成立させようとしています。とんでもな

い国会軽視の態度です。 

 これまで憲法の解釈は、憲法第９条があるので集団的自衛権は認められないというものでしたが、こ

れを 180 度転換するのに一内閣の判断によって変えてしまう、憲法をないがしろにする行為であり、立

憲主義に反するものです。このような日本を再び戦争する国へと変えていく法律を、国民の合意なしに

成立させることは許されません。 
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 議員の皆さんの賛同をお願いしまして、提案説明といたします。（拍手） 

○議長（横田久俊） これより、一括討論に入ります。 

              （「議長、23 番」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 23 番、山田雅敏議員。 

              （２３番 山田雅敏議員登壇）（拍手） 

○２３番（山田雅敏議員） 自由民主党を代表して、安全保障関連法案の徹底審議と国民の合意なしに

成立させないよう求める意見書（案）に否決の立場で討論を行います。 

 政府は、５月 14 日の臨時閣議で安全保障関連法案を閣議決定し、15 日に法案を衆議院に提出、26 日

から衆議院本会議で審議、今国会を大幅に延長することを視野に入れながら、与野党間の議論が行われ

ようとしているのは、皆様御承知のことと思います。 

 今、世界では多くの戦争やテロが現実に起き、我が国もこの脅威に対処を迫られています。安倍首相

は会見の中で、アルジェリアやシリアなどテロで日本人が犠牲になったことや、北朝鮮のミサイルや核

開発などを例に挙げ、法整備の必要性を強調、不戦の誓いを将来にわたって守り続け、国民の命と平和

な暮らしを守り抜く決意の下、平和安全法制を閣議決定したと語っています。 

 集団的自衛権では、日本の立場が脅かされる場合などに限定した武力行使の３要素を挙げ、厳格な歯

止めや極めて限定的な集団的自衛権の行使を行うとしています。抑止力は高まり、日本人の命と平和な

暮らしを守るための法案で、自衛隊がかつての湾岸戦争やイラク戦争のような戦闘に参加することは決

してないと明言しています。 

 この安全保障関連法案は、我が国のさまざまな安全保障上の矛盾や課題を克服し、日本と世界の平和

を確保する上で重要であり、前進と評価し、今後の日米同盟や国際連携強化などの必要性があると考え

ます。 

 衆議院では、自民党浜田靖一委員長の下、各党の 45 人の論客がそろい、十分な審議が尽くされ、また、

国民に対しての丁寧な説明が行われることは明らかであります。 

              （発言する者あり） 

 よって、この意見書の提出については不要と判断し、議員各位については否決をお願いし、討論とい

たします。（拍手） 

              （「議長、８番」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） ８番、酒井隆裕議員。 

              （８番 酒井隆裕議員登壇）（拍手） 

○８番（酒井隆裕議員） 日本共産党を代表し、ただいま提案されました意見書案第１号に可決の立場

で討論を行います。 

 今回の安全保障関連法案、政府は平和安全法制と言っています。しかし、その中身は、憲法破壊の戦

争法案そのものです。戦争法案と日本共産党はなぜ呼ぶのか。米軍への支援で、これまで行かないと言

っていた戦闘地域にまで行って軍事支援をすることになるからです。 

              （「そうです」と呼ぶ者あり） 

このことにより、自衛隊員が殺し殺されるという危険が高まります。国連平和維持活動だけではなく、

国連が統括しない活動にも広げていく。治安維持活動で任務遂行のための武器使用をすれば、3,500 人

近い犠牲を出したアフガニスタンでのＩＳＡＦ、国際治安支援部隊のような活動にも参加の道が開かれ

ます。そして、集団的自衛権で文字どおり米軍の戦争に参戦をするということになりかねません。 

 米軍をはじめ外国軍に対する自衛隊の後方支援活動で地理的制約を外したことを、政府は、世界情勢
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の変化を受け、地理的制約ではなく、事態に注目したことを明確にする名称の変更だと説明しています。

かつては地球の裏側までは行かないと言っていました。これを周辺事態という言葉もなくし、地理的概

念ではないとし、名実ともになくす、文字どおり地球の裏側にまで戦争しに行くそのものではありませ

んか。 

              （「そうだ」と呼ぶ者あり） 

しかも後方支援の内容が、今まで戦闘地域と言われた場所まで行って武器の輸送も弾薬の提供もするこ

ととなります。 

 国会での日本共産党の、攻撃されたらどうするのか、こういった質問に対し、安倍晋三首相は、武器

を使用すると答えました。こうなればもう戦闘行為そのものではありませんか。 

 政府は、武力行使を目的にイラク戦争のようなものに参加することはないと言います。しかし、一た

びこのような仕組みをつくってしまえば、後方支援で参加しても、結果として武力行使に発展していく

ことになるのは明らかです。 

 集団的自衛権をどういう場合に行使するかということも大きな問題です。政府は「国民の生命、身体、

自由、存立が脅かされる事態を個別に判断していく」と述べるだけです。武力行使の新３要件というも

のは何の歯止めにもなりません。国民の権利が根底から覆される明白な危険というのは、いかようにも

解釈できることであり、しかも時の政権が判断するといいます。さらに、特定秘密保護法の下で、必要

な情報は国民に知らされていない中です。 

 20 日の党首討論で、日本共産党の志位和夫委員長は、日本が過去に行った戦争に対する安倍首相の認

識を問いただしました。しかし、安倍首相は、侵略戦争はおろか、間違った戦争だとも認めませんでし

た。日本の過去の戦争の善悪の判断もつかない首相に、米国の戦争が正義なのか不正義なのか判断がで

きるはずがありません。日本を海外で戦争する国につくり変える戦争法案を出す資格などないことは明

らかであります。 

 結局、集団的自衛権の歴史を見れば、ベトナム戦争であり、旧ソ連のアフガニスタン侵略、チェコス

ロバキア侵略、全て侵略戦争を正当化するために使われてきたではありませんか。今でもアメリカは一

方的な武力攻撃、先制攻撃を否定していない国です。 

 また、日本は、そのアメリカの戦争にいまだかつて一度も反対したことがない国です。こういった戦

争に日本の若者を駆り立てるということになってしまうではありませんか。 

 今度の安保関連法案は、日米安保の実質的な改定となります。政府は安保条約を乗り越える世界規模

の日米の共同作戦に自衛隊が後方支援に入っていくことを認めています。 

 そもそも集団的自衛権の行使は、歴代自民党政権が現行憲法の下ではできないと言ってきたことです。

憲法第９条を変える手続すら踏まず、実行できるようにするというのは、立憲主義に反することであり、

憲法破壊にほかなりません。 

 結局、どのような世論調査を行っても、反対の声が強いため、戦争法案反対の声が広がる前に通そう

ということです。日本の歴史を激変させる法案を、短期間で国民の合意なしに成立させることは許され

ません。 

              （「そう」と呼ぶ者あり） 

 皆さん、今こそ立場の違いを超え、反対の１点で力を合わせ、何としてもこの希代の悪法を阻止しよ

うではありませんか。 

 以上申し上げ、各会派議員の賛同をお願いし、日本共産党を代表しての討論といたします。（拍手） 

              （「議長、11 番」と呼ぶ者あり） 
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○議長（横田久俊） 11 番、斉藤陽一良議員。 

              （１１番 斉藤陽一良議員登壇）（拍手） 

○１１番（斉藤陽一良議員） 公明党を代表し、意見書案第１号安全保障関連法案の徹底審議と国民の

合意なしに成立させないよう求める意見書案について、否決を求める討論を行います。 

 今回、５月 15 日、国会提出された平和安全法制関連法案は、一般法として新たに定める国際平和支援

法案と自衛隊法など十の法律の一部改正を一括した平和安全法制整備法案の２法案から成っています。 

 これらの法案について、海外で戦争する国へと日本をつくり変える戦争法案などの無責任なレッテル

張りが行われていますが、国際社会の平和と安全のために貢献し、国民を守るためのすき間のない防衛

体制整備を図るものであり、海外のどこへでも行って武力行使することとは全く違うものであります。 

 そもそも昨年７月の閣議決定は、専ら他国防衛を目的とした集団的自衛権を容認したものではなく、

あくまで自国防衛のための自衛の措置に限って認めたものであり、憲法第９条の下での専守防衛の考え

方にはいささかの変更もありません。 

 武力攻撃事態法の改正案は、日本への武力攻撃が発生した場合に加えて、日本と密接な関係にある他

国に対する武力攻撃が発生した場合にも、存立危機事態として自衛隊が防衛出動できるようにしていま

す。ただし、公明党の主張を踏まえ、昨年７月の閣議決定で示された憲法第９条の下で許される自衛の

措置の新３要件が全て法文に明記されたことで、武力の行使は日本防衛、国民を守るために他に手段が

ない場合に限られます。他国防衛が目的の集団的自衛権の行使は、この場合にも認められていません。 

 また、国際社会の平和と安全のために活動中の外国軍隊への自衛隊による後方支援活動について、武

力行使をするのではないかというのは、明らかに誤解であります。 

              （「発言する者あり」） 

 公明党の主張により、周辺事態法を改正した重要影響事態法の日本の平和と安全を守る分野と、新法

である国際平和支援法の国際社会の平和と安全に貢献する分野が区別されています。まず、重要影響事

態法と国際平和支援法ともに、その活動について、現に戦闘行為が行われている現場では実施しないこ

とが規定されており、さらに戦闘行為が行われることが予測される場合などには、活動の一時休止や避

難の仕組みも設けられています。このように、憲法上求められている、武力の行使と一体化しないため

の二重、三重の歯止めをかけています。 

 次に、新法として制定される一般法、国際平和支援法においては、自衛隊の海外派遣について、①国

連総会又は安保理の決議など国際法上の正当性の確保、②国民の理解と国会関与などの民主的統制、具

体的には自衛隊の海外派遣には国会の例外なき事前承認を義務づけ、さらに派遣が２年を超える場合は、

国会の再承認を必要としました。③自衛隊員の安全確保として、国会承認の前提となる基本計画の段階

で、安全性が確保されているかなどもチェックできるようにするなど、自衛隊海外派遣の３原則をさら

に具体化して法律の中に盛り込んでいます。 

 したがって、平和安全法制関連２法案は、国民を守るためのすき間のない防衛体制を整備し、国際社

会の平和と安全に貢献するものであり、世界のどこでも戦争ができる法案などの批判は全くの見当外れ

であり、憲法第９条を覆すものでも立憲主義に反するものでもありません。 

              （「そうだ」と呼ぶ者あり） 

 よって、本意見書案に否決の態度を表明し、全ての議員の賛同を呼びかけて、討論といたします。（拍

手） 

              （「議長、16 番」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 16 番、面野大輔議員。 
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              （１６番 面野大輔議員登壇）（拍手） 

○１６番（面野大輔議員） 民主党を代表して、意見書案第１号安全保障関連法案の徹底審議と国民の

合意なしに成立させないよう求める意見書（案）に対して、賛成を求めて討論いたします。 

 自民党安倍政権が言う積極的平和主義とは名ばかりで、戦争に突き進めるための危険な法案だと想像

がつきます。 

 一部報道では、政府は、この夏には法案成立を目指しているとのことです。国民議論や国会議論を軽

視して、強制的に推し進める姿勢を感じざるを得ません。 

 安全保障関連法案に対する反対の理由は、第１に、憲法第９条では、「武力による威嚇又は武力の行

使は、国際紛争を解決する手段としては、永久にこれを放棄する」、そして「国の交戦権は、これを認

めない」とうたっており、いかなる場合でも武力行使はできないとされているからです。 

 第２に、従来の解釈との整合性です。歴代内閣は、立憲主義及び法治主義の基本に照らし、集団的自

衛権の行使は憲法第９条に違反し許されないと解釈し、たびたび閣議決定されており、これを否定する

ことになります。 

 第３に、憲法解釈は便宜的な変更ができない点です。歴代内閣の積み重ねてきた解釈と整合性を離れ、

時の内閣の一存で勝手に変更が可能となれば、国会も憲法も必要のないことになります。 

 本法案は、憲法の平和主義を踏みにじり、海外はもとより積極的な武力行使に道を開くものであり、

日本が世界の戦争や紛争に軍事的に参加することになります。 

 軍事的な活動ができることにより、自衛隊が戦争や紛争に参加し、自衛隊員の死傷者が必ず増えます。

その結果、自衛隊への志願者が減少し、将来的な政府の動きとして徴兵制度を取り入れることは、自民

党ＯＢの中にさえ心配する声があります。戦争を望んでいない国民や、現在何も知らない子供たちや、

次の世代を背負っていく人たちが、徴兵により戦争に巻き込まれてしまうおそれのある法整備は、断じ

て認められません。 

 また、日本本土が戦場になることや、この小樽の港も軍港化し戦地となる可能性が一段と増すことに

なります。 

 よって、本法案の徹底審議は不可欠ですし、国民が合意しないまま無理やりに成立させることは絶対

にあってはならないことです。 

 よって、この意見書案第１号に対する議員各位の御賛同をお願いして、討論といたします。（拍手） 

○議長（横田久俊） 討論を終結し、これより採決いたします。 

 可決とすることに、賛成の議員の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

○議長（横田久俊） 起立多数。 

 よって、さように決しました。（拍手） 

 日程第３「閉会中の継続審査の申出」を議題といたします。 

 本件につきましては、議会運営委員長から議会運営委員会の所管事務に関する調査について、調査終

了まで継続して審査することの申出があったものであります。 

 申出のとおり決定することに、御異議ございませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（横田久俊） 御異議なしと認め、さように決しました。 

 以上をもって、本臨時会に付託された案件は、全て議了いたしました。 

 第１回臨時会は、これをもって閉会いたします。 
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    ○平成２７年小樽市議会第１回臨時会議決結果表 



 

○諸般の報告（招集日印刷配布分） 

（１）菊池洋一、佐々木茂両監査委員から、平成２７年２月分の各会計例月出納検査について報告があっ

た。 

（２）菊池洋一監査委員から、平成２７年３月分の各会計例月出納検査について報告があった。 

 

                                  以  上 

 



第１回臨時会

提出者 小樽市議会議員

同

同

平成27年5月25日

議決年月日 議決結果 賛 成 多 数平成27年5月25日 可 決

安倍政権は、５月14日に国民多数の反対の声を無視して、集団的自衛権の行使容認などを

盛り込んだ11本の安全保障関連法案を閣議決定しました。

閣議決定された法案は、重大な問題点があります。第一に、アメリカが世界のどこであ

れ、戦争に乗り出した際に、自衛隊が従来の「戦闘地域」まで行って軍事支援を行うように

なります。第二に、形式上「停戦合意」が作られているものの、なお戦乱が続いているよう

な地域に自衛隊を派遣し、治安維持活動などに取り組めるようになり、3,500人もの戦死者

を出したアフガニスタンのＩＳＡＦ（国際治安支援部隊）などへの参加の道が開かれること

になります。第三に、日本がどこからも攻撃されていなくても、集団的自衛権を発動し、ア

メリカの海外での戦争に、自衛隊が参戦し、武力行使に乗り出すことになります。

政府は、我が国及び国際社会の平和及び安全のための切れ目のない体制の整備を目的とす

る「安全保障関連法案」で、日本の国の「平和」、国民の「安全」を守るとしていますが、

国民の中には、アメリカが世界で行う戦争に際して、自衛隊が支援・参加する法案だという

批判や成立を望まない声もあります。

戦後、日本政府の憲法第９条解釈の根本は、一貫して、「日本に対する武力攻撃がない下

での武力の行使は許されない」＝「海外での武力の行使は許されない」というものでした。

これを一内閣の判断で覆すことは立憲主義に反するものです。

よって、国及び政府においては、集団的自衛権の行使容認などを盛り込んだ安全保障関連

法案の徹底審議を求めるとともに、国民への十分な説明がなく、広くその合意が得られない

場合は成立させないよう求めます。

　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出します。

小 樽 市 議 会

平 成 ２ ７ 年
意見書案第１号

小 樽 市 議 会

安全保障関連法案の徹底審議と国民の合意なしに成立させないよう求める意見書（案）

安　斎　哲　也

佐々木　　　秩

小　貫　　　元



付    託
年 月 日

付託
委員会

議    決
年 月 日

議決
結果

議    決
年 月 日

議決
結果

1 小樽市監査委員の選任について H27.5.22 市長 ― ― ― ― H27.5.25 同意

2
小樽市職員懲戒審査委員会委員の任
命について

H27.5.22 市長 ― ― ― ― H27.5.25 同意

3
小樽市固定資産評価審査委員会委員
の選任について

H27.5.22 市長 ― ― ― ― H27.5.25 承認

4 小樽市監査委員の選任について H27.5.25 市長 ― ― ― ― H27.5.25 同意

報告1
専決処分報告（小樽市国民健康保険
条例の一部を改正する条例）

H27.5.22 市長 ― ― ― ― H27.5.25 承認

報告2
専決処分報告（小樽市税条例等の一
部を改正する条例）

H27.5.22 市長 ― ― ― ― H27.5.25 承認

報告3
専決処分報告（小樽市介護保険条例
の一部を改正する条例）

H27.5.22 市長 ― ― ― ― H27.5.25 承認

報告4
専決処分報告（平成27年度小樽市一
般会計補正予算）

H27.5.22 市長 ― ― ― ― H27.5.25 承認

報告5
専決処分報告（平成27年度小樽市介
護保険事業特別会計補正予算）

H27.5.22 市長 ― ― ― ― H27.5.25 承認

意見書案
第１号

安全保障関連法案の徹底審議と国民
の合意なしに成立させないよう求め
る意見書（案）

H27.5.25 議員 ― ― ― ― H27.5.25 可決

議長の選挙 H27.5.22 ― ― ― ― ― H27.5.22 当選

副議長の選挙 H27.5.22 ― ― ― ― ― H27.5.22 当選

常任委員の選任 H27.5.22
議長
発議

― ― ― ― H27.5.22 選任

議会運営委員の選任 H27.5.22
議長
発議

― ― ― ― H27.5.22 選任

学校適正配置等調査特別委員会の設
置

H27.5.22
議長
発議

― ― ― ― H27.5.22 決定

北しりべし廃棄物処理広域連合議会
議員の選挙

H27.5.22 ― ― ― ― ― H27.5.22 当選

石狩湾新港管理組合議会議員の選挙 H27.5.22 ― ― ― ― ― H27.5.22 当選
後志教育研修センター組合議会議員
の選挙

H27.5.22 ― ― ― ― ― H27.5.22 当選

石狩西部広域水道企業団議会議員の
選挙

H27.5.22 ― ― ― ― ― H27.5.22 当選

小樽市農業委員会委員の推薦 H27.5.22 ― ― ― ― ― H27.5.22
推薦
決定

議会運営委員会の所管事務に関する
調査

H27.5.25 ― ― 議運 H27.5.25
継続
審査

H27.5.25
継続
審査

その他
会議に
付した
事件

本 会 議

平成 27年小樽市議会第1回臨時会議決結果表
     ○会 期  平成２７年５月２２日～平成２７年５月２５日（４日間）

議案
番号

件　　　　　名
提    出
年 月 日

提出
者

委 員 会
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